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設計の背景
次々と飲食店が林立しグルメ番組が目白押しの他方で，私
たちの食事や料理の在り方についてしっかり議論されている
のであろうか。近年，グルメ番組の増加，SNSの普及によっ
て料理自体は盛んに議論されるが，家庭の台所の問題，また
食事を囲むダイニングの在り方など私たちの暮らしにおける
食の問題についてはまだまだ検討の余地があると思われる。 
そこで地域社会における食の場の在り方について考えてみ
たい。近年，子ども食堂など地域社会における食の場づくり
の重要性も検討されるようになってきた。また，日本の住ま
いにおける台所について山口昌伴は，「わが国の家庭の台所
が存続すべき理由があるならば，食の文化の深化拡大とそれ
による人間関係の再建である1)」と述べている。 
設計の目的
そこで，地域社会における台所と食卓を提案したい。その
まちで暮らしている人，働いている人，学んでいる人，それ
ぞれの食の場を統合し，食を通してコミュニティの形成を図
る。 
計画地
阪神新在家駅・阪神大石駅より徒歩10分の兵庫県神戸市灘
区新在家南町を計画地とする。灘五郷のうちの1つ，西郷に
位置し，現在もいくつかの酒造工場が建ち並んでいる。町の
西側にはアユが遡上するほどきれいな水質の都賀川が流れ，
都賀川から北を望めば六甲山系の摩耶山，南を望めば灘浜が
見られ，阪神間らしさを感じられる。また，旧西国浜街道が
ほぼ昔の位置のまま，町を東西に貫いている。阪神・淡路大
震災以前は数多くの木造酒蔵が立地し，レンガ造りのハイカ
ラな製麻工場も建ち並んでいたが，そうした風景は震災を機
に急速に失われていった。
 現在，高齢化率は30.6%で超高齢社会である。高齢者単独
世帯が総世帯数の20%を占め，年々その割合は増えている。
 また，酒造工場や製鉄工場があるため，この町で働く人の
約半数が製造業に従事している。 
 2014 年には町の南端にインターナショナルスクールがで
き，今までより外部の人が行き来するようになっている。 
設計の概要
 コンセプト
住んでいる人，働いている人，学んでいる人それぞれが交
わる場所にする。誰でも来やすいように，町のランドマーク
となるようにする。かつてそこに酒蔵があったことを思い起
こさせる。多様な空間をつくり，自分の居場所を見つけても
らう。共に食べることでコミュニティの形成を図る。 
 みんな食堂
 だいどころ
　かつて日本の住宅の台所がそうであったように，出入口付
近に配置。どこに居てもだいどころを感じられるように。
 茶室
　日本古来の，交流の場である。野点や立礼式のお手前もで
きる。
 みんなのにわ
　屋根がかかっていない芝生・ウッドデッキ，屋根がかかっ
ている芝生・ウッドデッキなど，外部空間でも多様な空間を
つくっている。
 貸しキッチン
　店舗を持たなくてもいろんな人に料理をふるまうことがで
きる。子どもの料理教室など食育の場として利用することも
できる。
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